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プログラム大 会

1期日:q1979年５月20日(日).

２会場：東京都立大学目黒校舎Ｂ棟

３進行予定：．》

９：00開場

９８１５～９：３０問題提起竹内啓一（一橋大）

９：３０～、：２０報告１「イギリスの地域政策」辻悟一（松山商大）

１０：２０～１１：１０報告２「西ドイツにおける空間整備政策について」

金田昌司（中央大）

１１：１０～１２：00報告３「インドの地域開発政策をめぐる諸問題」

藤原健蔵・北川建次・中山修一（広島大）

１２：00～１３：00昼食

１３：００～１３：５０総会

１４：00～１７：00討鏡

指定討論者：春日茂男（大阪市大），伊藤喜栄（慶応大）

平戸幹夫（拓殖大）

１７：３０～１９：３０懇親会（Ａ棟第１会議室）

座長：大岩川和正（明治大）藤田佳久（愛ﾀﾖﾜﾐ）



１９７ｓ年度シンポジウム開催の主旨

「地域開発政策の国際比較」
〆：、

大会準備委員会

第二次世界大戦後の日本において，地域開発あるいは地域政策という言葉が言われるエうになっ

てから久しい。戦後復興期,､高度経済成長期，そして１９７０年代という各時期におけるその性格

規定，あるいは政策決定過程の分析，政策の背景と効果が検討されてきた｡本学会においても，

１９６１年，６６年および７２年大会シンポジウムで，「後進地域」，「地域開発」，または「地

域政策」の問題をテーマとしてかかげたし，その他の大会シンポジウムにおいてもいくつかの報告」

が地域開発と地域政策との関連で討論を展開し，さらに，例会報告や年報発表論文でも日本の地域

開発政策の究明がなされてきた。

ここで，われわれは，現代世界のほとんどの国家がさまさ雀な意味あいにおいて，地域開発砥i鎌

というものをかかげ,､世界の圧倒的多数の人たちが，地域開発政策の影響をうけ，あるいは，それ

に希望を託し,:多‘いば,それを自らの課題とし，あるいはそれに批判的な立場をとっているとい
るという事実に注目しなければならない｡われわれの問題意識は，日本の地域開発政策の分析に発

するものであるが，各国において問題になっている地域開発政策を比較検討して，地域開発政策の

本質を，現代世界においてそれが多様なかたちをとる所以とともに考察することによって，われわ

れの現実を分析するための新しい展望がひらけてくるのではないだろうか。地域開発政策という言

葉が最初に用いられるようになり，それが国民経済にとっての大きな課題になったのは，１９３０

年代，世界恐慌後の先進工業国においてであったろうが，現在，世界各国で問題になっている地域

開発政策は，何らかの指標によって認識される地域格差の縮小,解消を目指した地域経済政策とい

う以上は一般的規定を与えること力§できないくらい多様である。同時Iこ,ｵｺｵしわI、覗鼎電こすべきは,経済政

策一般が地表lこ湖､て展開されている以上必ずもつ空間性,地域性では決してないこともたし力宅ある。

われわれの目的は，地域開発政策を，その背景，政策内容，効果に戎でわたって分析するために

有効な理論，あるいは関連する概念の規定を求めることであって，地域開発政策の類型化そのもの

ではない。しかし，地域開発政策が提起する諸問題は，社会・経済体制，生産様式の発展段階の相

違に上ってちがっていることをわれわれは含ず認識しなければならない。地域開発政策を課題たら

しめる地域格差をどのような規準でどのような地域スケールで把握するかということでさえ，先進

工業化諸国と開発途上国とでは非常にちがっているのである。したがって，討議のために，問題を

提起する報告は，いくつかの性格を異にする国民ｺﾞ経済を典型としてとりあげ，そのもとにおける地

域開発政策を分析するということになろう。限られた時間内において，シンポジウムをより実りあ

るものにするために，とりあげる事例は，いわゆる第一世界と第三世界とに限ることにしたい。い

くつかの社会主義国に地域開発政策が存在しないというのではなく，これは，われわれの研究水準

および研究のための資料が不足しているという制約条件のみによるものである。

討議・検討されるべき問題は数多く提起されようが,とくに（1地域開発がそこにおいて何故政策
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的課題となったの蝋鋲蝿蝉錘域格劃国民経済vF鋤息諏澗拘よ蝋層間格差とどう関一一一一

達しているのか，(2)地域開発政策がとる多様な形態－－雇用政策，テクノロジーギャップを埋める
.”--－－．‐u･･.｡．:..？，．．

‘、3..Ｊ..Ｊf・宗：魂i～．.、Ｊ１….為了．．．…`･ポニ：！

ための政策，効率的な饗t源配分をめざす成長，したがって，資本形成を重視する政策，公正な資源

配分をめざす構造政策等々￣がそれぞれ，どのような理由からどのような意図をもって実現されて
,。；.ＣＱ-０．･

いるのか,(8)地域開発政策の評価に了おいてはｂ地域のスケールをどの主うにとらえているか,地域

間の分業関係(依存関係)かそれとも自足性の促進をめざすのが,(4)開発理念および開発理論の国

際的影響関係はどうなのかということが大きな問題となろう。

われわれの議論ｶﾐ経済地理学という枠組のなかで展開されるべきは勿論である力桐時Iこ』地域開発の

問題力敏治的ｵsよび文化lit鰭問題を内包することを無視することはFできなしもそれはとくに,デシジ劃ン・〆
十￣￣６ｓ

イキングの機織,たとえばFP央築擁満Illローカル･デモクラシーの役割など(こ関連して議論されるごとになろう。

以上は，大会準備委員会が，どのような意図をもってこのシンポジウムを企画したかということ

を説明しウンンポジウムの討議が展開されるべき－つの方向を示したものである。当然のことなが

らシンポジウム討論の結輪に関しての方向までをここで示すことはできない。もとより，シンポジ

ウムを作りあげるのは，大会準傭委員会ではなく，シンポジウムにおける報告者，座長，発言者，

すなわち全参加者である。

会員各位がふるってシンポジウムに参加され，以上に示したシンポジウム主旨よりも，はるかに

充実した実りゆたかなシンポジウムが実現されるよう期待してや戎ない。．
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イギリスの地域政策

辻悟一（松山商大）

イギリスの地域問題は地域的失業問題に集約される。それは，この国の産業構造の激しい変化を

基底に，１９２０年代末の世界大恐慌を機に一挙に噴出した。産業構造の大転換は経済的繁栄の顕

著な地域差をうみだし，衰退産業に特化した地域において深刻な失業問題をひきおこし，地域経済

構造の改善という困難かつ長期の問題を国民経済に課すことになった。高失業地域は同時にたえず

景気変動の波にあらわれたのである｡

それ以後，世界大戦の数年を除いて今日にいたるまで，地理的失業問題．地域経済構造の改善問

題が最大の問題となり，その改善策＝地域政策が展開されてきたのである。高度な産業化をとげた

との国では第１次産業就業者の比重はきわめて小さく，雇用労働者の問題＝失業の地域差問題が地

域問題の焦点となってきたのは当然の結果である。

もちろん，地域的失業が地域問題のすべてではない。衰退地域の反対の極には過大化，過集積に

悩む地域がある。かくして過度集中の諸不利益は，戦後こんにらまで１つの政策問題となってきた。

経済的衰退．高失業地域と繁栄する過集積地域―この両者を一体的にとらえ，後者から前者へ

の成長産業の分散・工業の地方分散が地域政策の具体的課題とされてきたのである。

地域的失業は労働力需給の地理的不均衡の現われであるが，その不均衡の是正は，労働力の側の

適応よりも，主として工業。雇用の側の適応，移動の促進を通して，図られている。これは’１つ

には，労働者の移動選好の低さと政治力の大きさのゆえである。そして，工業の地方分散措置がア

メとムチの両措置である。

ところで１９６０年代初頭蚕では，地域的失業の社会的政治的側面がより大きな注意をうけてき

たが，それ以後，国民経済の停迷の深刻化，この克服のための国民経済計画への関心の高まりは,

失業の経済的側面をクローズアップさせた。必要の地理から開発可能性の地理への転換である。だ

が，その重点移行は，実際には，目先の失業救済問題の影にかくれ，必ずしも十分貫徹されてはい

ない。歯たその移行は，被助成地域（この地域は大幅に広げられたが）内でのことであり，産業の

地方分散策は堅持された。

１９７０年代は，イギリス経済の衰退・国際環境の悪化が深化した時期である。一般に，失業の

地域差が同じでも，国民経済全体の失業水準の如何によって，その同じ地域差が問題視される度合

いは大きく異なってくる。

７０年代には，従来の地域政策推進の枠組み＝衰退産業の雇用減少を（ある程度）カバーしうる

ほどの成長産業での雇用増．成長産業の高移動性，タイトな労働市場，という状況が崩れる，一層

厳しい年代である。経済状況の悪化は，一部分は従来の成長産業にもおよび，国際競争力の回復，

一刻も早い経済の再建なしには，雇用の維持，地域政策の展開すら，危くなったのである。

この状況変化は，雇用の創出（ないし維持）と結合させた助成措置の後退，合理化．近代化のた

めの助成措圃の導入・拡大をうみだした。地域措置のこの変質とともに，それでも注意すべきとと
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は，地域助成措置が強力に展開されている，という事実であり!，広い空間をカバーしているとはい
'.民1...･11. '.'｡....『

え，被助成地域での産業の再生ｶﾖ企図されているのである。そして，そうはいえ，やはり，雇用問

題がいぜんとして重要な位置をしめているのは，疑いない事実である。

さて，衰退地域での産業の多角化,,産業の地方分散は，他の要因;とともにが地域政策に生ってあ

る程度達成され〆状況の好転をみてきた。政策は高失業ｉ極或からの労働力の流出，過度集中の一層

の進行の防波堤の役割を不十分ながら果してきている。この点で,rイギリスの地域政策はある成果

をあげて雪たことは間違いない。

だが，工業中心の地域政策は，サービス経済の進展の下では大きな限界をもたざるをえない｡地

域政策はすでに徐貸に非工業部門を自己の体内にとりと几できたとはいえ，国民経済にしめるその

比重の大きさの割には，そのとりこみ方は不十分であろうｄ在た，既述のとおり，･国民経済の全般

的衰退の深雲り，国民経済問題の深刻化は，全政策体系における地域政策の地位を変え’地域問題

そのものを変質させる要因となりつつある。地域政策をとり注ぐ環境，その性質・規模等を規定す

る諸条件がどう変化し，それらが地域政策の展開とどうかかわっていくかは，こんごの大きな注目

事項である。
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廓一

西ドイツにおける空間整備政策について

金田昌司（中央大）

Ｉ地域問題の発生と空間整備現在，西ドイツにおける地域問題への政策主体による対応は

「空間整備」（Ｒａｕｍｏｒｄｎｕｎｇと云うが，わが国では空間編成，国土計画とも訳されている）あ

るいは「空間整備政策」（Ｒａｕｍｏｒｄｎｕｎｇｓｐｏｌｉｔｉｋ）と呼ばれる政策体系によって進めら

れている。そして，今日，Ｒａｕｍｏｒｄｎｕｎｇと云えば，１９６５年に公布された「連邦空間整備

法」（ＲａｕｍｏｒｄｎＵｎｇｓｇｅｓｅｔＺｄｅｓＢｕｎｄｅｓ，ＲＯＧ）に，その政策的思想の源泉を求

めることができる。しかしＲａｕｍＯｒｄｎｕｎｇ概念の誕生は１９３５年頃の第三帝国時代にな'りヶ

それはさらに今世紀初頭以来の地域問題一主に地域的過密問題たとえば，ベルリンやルール地域

など－－の発生と関係してくる。

Ｒａｕｍｏｒｄｎｕｎｇの定義は上記ＲＯＧでも明確化されていないが，現実の空間を国家目的に従

って改善しようとする望ましい空間を意味する。云換えれば現実像に対する理念像であり〆同時に

理念像実現のための主体者による具体的施策を包括する概念である。さらに後述するが，この

Ｈａｕｍｏｒｄｎｕｎｇを追求し，基礎的な空間分析を通じて，基盤的役割を果す科学が「空間学」

（Ｒａｕｍｆｏｒｓｃｈｕｎｇ）である。；：

Ⅱ空間整備の目的と原則上記ＲＯＧにおいて，戦後の西ドイツにおける空間整備の基本的

枠組が与えられたが，そこでは，共同社会における人格の自由な形成に奉仕するような地域樽造の

創造を求め，連邦各地域の関連性を考慮したドイツ統一の実現とヨーロッパ全域におけるドイツ空

間整備の位置づけの必要性を指摘する。そして，つぎのような４つの計画地域に従って，空間整備

の目的を追求する。①健全な生活・労働条件と均衡のとれた地域②均衡のとれていない地域可:；

③東部辺境地域④農林業地域がそれである。これらの計画地域は１９６６年の『空間整備報告

書』（Ｒａｕｍｏｒｄｎｕｎｇｓｈｅｒｉｃｔ）において一層具体的な４つの地域区分が行われ１９７１４年

の白露戎で踏襲されることになる。
●●

①密集地域（Ｖｅｒｄｉｃｈｔｕｎｇｓｒａｕｍｅ）

②農村地域（ＬＨｎｄｌｉｃｈｅＲ:ｕｍｅ）

③後進地域（ＺｕｒＨｃｋｇｅｂｌｉｅｈｅｎｅＧｅｂｉｅｔｅ）

④辺境地域（Ｚｏｎｅｎｒａｎｄｇｅｂｉｅｔ）

さて，最近次の報告誉（１９７８年）では「空間整備政策の目標」と題して，空間整備政策は社

会政策的指導目標である国民生活の質的向上力蘂現されたとしても，連邦のあらゆる地域における

均等な生活諸条件の創造のために不可欠であるとする。その際における主な戦略目標は住宅，就業

機会及び公共基盤施設（６ｆｆｅｎｔｌｉｃｈｅｎＩｎｆｒａｓｔｒｕｋｔｕｒｅｉｎｒｉchtUngon）であ

り，人間にふさわしい環境の提供に対する主体者の義務を力説している。これらの諸点については

１９７５年に作成された「連邦空間整備プログラム」（Bundesraumordnungsprogramm，

ＢＲＯＰ）で一層詳しく述べられている。

－５－



Ⅲ地域的不均等の状況ゴ現実に程けるi地域的不均等は空間整備の内容を規定する主要な要因。.0.．◆｡O`｡.､-.-.､？｡~

であり，過去５回（１９６４年を入れると６回）の自醤においても常にこの点が詳しく分析されて
｡.-．◇．..｡、５-？

来たが，ｒ９．７８年次報告轡では上述のＢＲＯＰに基づいて，つぎのような項目について述べられ

ているので，この点にふれたい。Ai“《･ぶ;:`1,1:！～!’・ゴす?’,いｌｌｌ（j～、．－

①経済・人口・労働市場の発展煩i向織ｗ;魔:憾驚恥:、~丸一－;鍬

..-．；｡｡`

③都市及び池或発展の問題.::;::！;巴．f･いぶ･；、.:j'.`…か:7…へ～Ｌす：．》、へ～

これらの分析に当っては,Ｔ;基盤の弱い地域」（Ｌ,iⅡ;ｎｆｒａｓｔｒｕｋｔｕｒｓｃｈｗａｃｈ）と「就業構造

の弱い地域」（ＺｒＷｅｒｂ白首ｆｍ１ｋｔｕｒ風ｃｈＷａｃｈ８）及び．Fその他の地域｣:の３地域カテゴリー

カ課用されている。～好．べと～‐＝：i～．Ｒ）

Ⅳ空間整備の具体的施策地域的丞均等を是正し，空間整備の目標を実現するための具体的Ｌ▼－１■｣コヱリ田喀ジテぞＩ

鰯綱#屯・施策,についてみると，ツ'､……施策についてiみると，,その政策目的に対応してつぎの５つに別けることができる｡い…:い～ｊｉ

噸i【１１鰄剛①生産i生の向上と経済櫛造の改善念目的とする施策,;～？n～
１）地域経済ﾖ辰興(共同課題）」了い'い～‘r’…戸Wタツ・

IjtiiMii1i3iEi締）ｉｌ）農業鰍へ(共同課題汁ｗに…ハぃiい】:い……：～
ili）研究・技術振興…A・か、！：いい:,“：：へ、

＠ｈ．住民へのサービス改善と雇用増進を目的とナる基盤施策Ｅｊｉ`－.…；

`､:.f１＄八・:frj了:v:－－～

－Ｖ）戦業教育機関の立地．’一」ＬＬルノ:ｿﾞﾐか:jHijAiパブ:jLjij-Iごヌー

へＶ|）．高等教育機関の立地（共同課題）,…ぃ!～馬?.…?ぃ･幻帯況?;巫八了ｗｊｊｉ鮓ｒ:ｒ

③－１企業の立地誘引に寄与する基盤施策炉乃:!～？（･;;）・身忘i:イユブハ：～‘ｉ

、Vil）連邦交通路の改善－．－＞にペ.，～八:;←“－－，:～？－

Ⅶi）エネルギー政策～矛～’二？‐い,,，ｗ…秀へ

④住民及び環境条件の改善のための施策便ザル／～誉‘－

ｌｘ）〆環境対策＝ハズ』苫１１ィ扣鮮ｌｊｗ:，；；：…玉

Ｘ）景気対策～1,1:.！；が！.》ルポf～；し：

Ｘｉ）住宅・都市・自治体交通の改善がい『(～；～;ペーュシ：

⑤特定目的に結びつかない財政調整ｆ…ぜ～．＿セーニヘト

以上のうち，共同課題とは連邦・州との共同施策（ユ９６９年の基本法改正による）を意味する。

なお肌以下の項目は報告時間に余裕ある場合に触れたい事項である6.;T'ブーィガハ／:いへ；

マ戦後における工業立地動向一汁n斗－:～…～～～いい-い～－

４:Ⅵ空間整備の科学として①空間学の住格斗］：ﾐｺｰｨｨ《!;－－…1Ｆ～町
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インドの地域開発政策をめぐる諸問題

藤原健蔵・北川建次・中山修一（広島大）

本報告では，１９４７年の独立以降，現代に至るおよそ３０年間の，インドにおける地域開発政
策問題に議論を限定したい。

インドは社会主義型社会の建設を国家目標に掲げ，混合経済体制を経済構造の基本的枠組とした

上で，１９５１年エリ計画経済制度を導入して今日に至る。しかし，国民経済の発展段階を国際的

視野で比較するならば，発展途上国に位置づけられることは，童きれもない事実である。こうした

政治・経済的特性を背景にもつ，インドの地域開発政策は，必然的に先進資本主義諸国家のそれと

は種々の異った様相を呈する。

そこで，独立後の地域開発政策をめぐる諸問題を，次の６つの柱を軸として整理し考察を試みた

い。すなわち，①地域開発政策の導入，②地域開発政策の理念，③地域開発の行政機構，④地域開

発計画のパターン,⑤都市地域開発の事例，お王び⑥農村地域開発の事例である。

①地域開発政策の導入：マイソール大学開発研究所所長Ｒ・Ｐ・ミシュラ教授は，インドの５

カ年計画が，分野別計画手法に偏重し過ぎており，そこに地域別開発概念の欠除があることを指摘

する。インドの学界において，経済開発計画への地域概念導入が本格的に議論され始めたのは，第

三次５カ年計画（１９６１－６５年）後期の１９６４年からであった。その結果，第四次計画(１９６９

－７４）の立案に際して，初めて地域開発政策の必要性が本格的に盛り込古れた。しかし，わが国

の「全国総合開発法」に相当するほどの法律は今日なお生れていない。ただ，地域概念の導入のた

めに論陣をはったのが，セングプタ，パート，ミシュラといった地理学者であったことに注目した

い。

②地域開発政策の理念：独占資本主義段階にある国家における地域開発政策は，その開発効果

を受益する企業の主体的エネルギーに依存しつつ進めることが可能である。しかし，インドの場合

５カ年計画の理念を「民主主義，社会主義を守り，全国民に平等の機会を与え，生活の向上を目的

とする概念に根拠をおいている。これはガンジーの思想であり，ネルーのビジョンである。」とさ

れる。こうした理念から導かれる政策目標の重要な柱は，生産の拡大＝ＧＮ.Ｐ,の拡大というこ

とよりも，雇用機会の創出という点にある。従って，開発政策は特定地域の開発を重視する方式を

求めず，国土のいわば全面的・全方向的開発を志向する傾向が強い。

③地域開発の行政機構：５カ年計画を核とする開発計画の最高決議機関は，中央政府のもつ開

発委員会（ＮａｔｉｏｎａｌＤｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔＣｏｕｎｃｉｌ）である。宙た，実務機関として企画庁

（Ｐ１ａｎｎｉｎｇＣｏｍｍｉｓｓｉｏｎ）がある。州以下の行政レベルについてみると，各州に各省大臣

で構成する開発委員会がおかれ，各省の開発計画について調整を図る。続く県レベルでは，開発問

題担当部長が任命され，彼が最小の開発行政地域である地区（ｂｌｏｃｋ）の長を統轄する。第四

次５カ年計画において，州間の地域格差の是正は中央政府の，雀た，州内地域格差の是正は州政府

－７－
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の専掌事項であることが,明確にされたlliざらinと鴬五次瓶,(ｉ９７４－７９年)では，州レベル

での開発行政機織の強化が図られることになり，開発行政において地域的特性の把握を重視し始め
｡．｡．`2sﾛ.!。 ・ＦＤ，に｡ロノ．｡-

てい､る゜こうした開発行政機構の中では，開発政|策の実効に最も深い関係をもつ機関として，末端
」｣ｒ、｡．. ：．、、

に位置する地区開発事務所の組織や機能の十分な吟，ﾎﾓが必要であろう。

②i禅開発計画のパターン:わが国の全国総合開発法においては,地域開発計画の地域規模別
瀧赫が聯化鋤下いる。しかし,インドにおいては,分野別開発計画の策定をその適用の難
易度に従って，地域規模と組合せる方法が用いられている。即ち，地域的に最大の範囲を示すもの

．`｡-.-.、｡｡１．

は，資源開発の場合ｶﾘｰ般的で，複数の県にわたり時には複数の州に窪允がる。次には県域を単位

とするもので，集約的農業地域計画（エＡＡＰ）に代表される。さらに最小の地域を開発単位とす

るものに皿地区を単位とする農村社会開発計画，都市の一部地域を対象とした再開発計画や工業団

地開発計画などがある。

③都市地域開発の事例：都市開発の萌芽は，１９５５年に中央政府によって手がけられたデリ

ーのマスタープランづくりであった。本格的な都市開発政策の実施は第三次計画期に入ってからで，

カルタッタ，ボンベイなどこの期に全国７２の都市計画が策定された。最近の都市開発の代表的事

業としては，主要都市スラム改造計画（１９７２年以降），首都圏開発計画（１９７４年以降）お

よび大都市改造計画（１９７４年以降）などがあげられる。
Uけ￣｡１日･

増:⑥､農村地域開発の事例:農村地1域開発の根幹は，１９５２年より施行された｢社会開発計画」
Ｉ．￣・

である。これはガンジー主義開発理念に基づく農村地j戎の全方向的開発政策といわれ，１００村を
'.．!．：.．.､

単位とする開発地区を地j域単位とする。その数は今日５，０２６＜１，９７７年現在）におよぶ。この

ほかにこの政策を補強する目的をもって，農業・農村拠点開発政策が導入されている。その初期の
．…獄～きみ．》；

ものが「集約的選麟ﾐ県計画（ＩＡＤＰ）」（１９６１年施行）であり，これは１９６５年に「集約

的騨騨鋼画（IAAPjl」,として拡大発展された．また,第四次計画期に入ると，「旱魅地域
･-ＣＯ!｡'1６｡｡ﾛPﾛ｢巳!ｻﾞｰ-゜▲1０い､

開発計画」・「部族民地域開発パイロット事業」．「丘陵地帯開発計画」．「零細農民，脱落農民
.．･よ.－．．・蓬・いう．‐
-`｡二J．．.へ鼻Ｆ１．..．

および農業労働者援助計画」などが続均と導入された。さらに第五次計画期には，「,全村落開発計

画｣や｢総合農村開発計画｣が施行された｡なお,第四次計画以降の農業.農村開発政策は,弱者
２．

．二-－．－－

層（Ｗｅａｋｅｒｓｅｃｔｉｏｎ）救済政策の方向へ強く傾斜していった。それは従来の「社会開発計

画｣が,村落内の貧富ら差を拡大する繕果を招いたことに対する,政府の反省に基づくものであっ
た。

これまでの問題点の整理から明らかなように，インドの地域開発政策は総体的に見て;その成果
．．･･す．．.」

を十分には上げ得ていないと結論づけられよう。その背景には，政策施行の過程に困難住を露呈す
．.．・・F．Ｉ．‐.．.．..《

るインド社会の胤慥上の特質要因ｶﾐあるととを見逃すことができない。その第１は，地域開発政策
.ｸﾞﾐ：へ.｡,..１h.･-....､

の波及効果が，時間的にも地域的にも寸断されiEし左う点である｡許とれは社会構成の質的格差が極

めて犬きいごとに基歯する｡第２は,開発政策｡目標や理念が末端.受益者段階憲で貫徹されない
゛’｡｡｡`-９｡｡

..-1..-.ｓ...,。．．...!.；,.

ことである。どれは政繊行上の制度的不完全賎容認する社会的状況が存続しているためである
一･一勺一･一･･b-七勺.｡_0
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